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☒  other [アざァ]

形 他の、別の、もう一方の

代 他の人、他のもの

≪others で≫ 他人、他の人々

☒  shall [シャル] ※ 過去形は should →【単語帳 No. 601 … should】

助 ～しましょうか？【提案･勧誘の文で】
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the other day 『先日』

on the other hand
『他方では、もう一方では』

※ どちらも the [ずィ] と読む。

every other ~
『ひとつおきの～』

every other day『１日おきに』

比較級(~) + than any other …

『ほかのどの…よりも～』

※ …には名詞の単数形を使う。

each other 『おたがいに[を]』

※ 主語には使わない。

→【単語帳 No. 591… each】

the other
… ２つあるうちの残りの１つ

※ the は [ずィ] と読む。

another
… いくつかある中のもう１つ

→【単語帳 No. 631】

Be kind to others. 『他人[他の人々]に親切にしなさい。』

They helped each other. 『彼らはおたがいに助け合いました。』

We talked with each other. 『私たちはおたがいに話し合った。』

※ talk with ~ は連語なので、前置詞 with が必要。

one … , (and) the other ~ 『(２つのうち)一方は…、もう一方は～』

I have two dogs. One is black, and the other is white.

『私は犬を２匹飼っています。１匹は黒色で、もう１匹は白色です。』

some … (,) others ~ 『…するものもいれば(、)～するものもいる。』

Some like baseball, others like soccer.

『野球を好きな人もいれば、サッカーを好きな人もいる。』

Do you have any other questions ?

『なにか他に質問はありますか？』

The bank is on the other side of the street.

『その銀行は通りの反対側にあります。』

Tom is taller than any other student in our class.

『トムは私たちのクラスで他のどの生徒よりも背が高い。』

= Tom is the tallest (student) in our class.

『トムは私たちのクラスでいちばん背が高い(生徒)です。』

※ 比較級 + than any other … の文は、内容的には最上級を使った文と

同意なので、最上級の文に書き換えができる。→【No. 109…any】

Shall I help you ? 『あなたを助けましょうか？』

→ Yes, please. 『はい、お願いします。』

→ No, thank you. 『いいえ、けっこうです。』

What shall I do ? 『(私は)何をしましょうか？』

※ 『(私は)どうしたらいいでしょうか？』の意味にもなる。

Shall we dance ? 『踊りましょうか？』

= Let’s dance. 『踊りましょう。』

→ Yes, let’s. 『はい、そうしましょう。』

→ No, let’s not. 『いいえ、よしましょう。』

※ Shall we ~ ? / Let’s ~ . ともに同じ答え方をする。

Where shall we meet ? 『どこで会いましょうか？』

Let’s ~ , shall we ? 『～しましょうね？』

Let’s go shopping, shall we ?

『買い物に行きましょうね？』

※ くわしくは、かんたん英文法【付加疑問文】を参照のこと。

Shall I ~ ? 『(私は)～しましょうか？』

Shall we ~ ? 『(私たちは)～しましょうか？』

※ 主語の訳はどちらも省略するのがふつう。

≪書き換え≫

Shall we ~ ? = Let’s ~ . 『～しましょう。』

※ ほぼ同意なので、書き換えができる。ただし、

Shall we ~ は疑問文なので文末に？が必要。

それに対し、Let’s ~ . はピリオドで終わる。

☆ shall には、話し手の強い意志や決意などを

表す用法もある。

I shall return. 『私は必ず戻ってきます。』

※ shall の過去形 should について

… should は過去形であるが、おもに現在形の文で

使い、｢～すべきである｣ の意味になる特殊な語。

ただし、時制の一致を受けるときには shall の

過去形としての should を使う。

→【単語帳 No. 601… should】
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